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1
寛
永
三
年
春
1

安　
藤
　
武
　
彦

　寛
永
三
年
（
　
六
二
六
）
丙
寅
　
六
十
八
歳

○

正月
、
徳
元
、
若
狭
国
よ
り
国
主
京
極
忠
高
（
計
四
歳
）
に
雇
従
し
て
入
洛
す
。
文
事
応
接
の
係
を
勤
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
（
木
村
三

　
四

吾
氏
論考
）
。
思
う
に
そ
れ
は
こ
の
年
六
月
に
大
御
所
秀
忠
、
八
月
に
将
軍
家
光
が
そ
れ
ぞ
れ
上
洛
。
忠
高
も
京
師
に
お
い
て
右
近

　衛
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
九
月
に
は
後
水
尾
院
が
中
宮
徳
川
和
子
（
忠
高
夫
人
初
姫
の
同
腹
母
妹
）
な
ら
び
に
皇
女
一
の
宮
ら
を
と
も
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　な
い
二
条
城
へ
行
幸
せ
ら
れ
る
な
ど
（
古
活
字
板
・
絵
巻
『
寛
永
行
幸
記
』
に
詳
述
）
の
慶
事
に
関
連
し
て
、
（
註
↓
朝
幕
間
を
往
き
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ニ
う
ず

　
交う
水
面
下
で
の
任
務
が
彼
に
求
め
ら
れ
た
か
。
従
っ
て
（
註
2
）
君
臣
関
係
の
面
で
も
京
極
家
を
始
め
深
溝
松
平
・
岡
部
・
生
駒
の
大

　名
家
に
対
し
て
は
自
由
な
る
振
る
ま
い
を
保
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
六
年
冬
ま
で
滞
洛
し
た
。
在
京
の
間
に
、
徳
元
は
堂
上
家
へ

　も
出
入
り
し
て
い
る
が
、
な
か
ん
ず
く
北
野
連
歌
会
（
能
通
及
び
北
野
徳
勝
院
の
久
園
）
や
八
条
宮
瘡
見
舞
、
源
氏
巻
名
発
句
の
制
作
、

　あ
る
い
は
師
の
里
村
昌
琢
に
誘
わ
れ
て
西
摂
有
馬
に
入
湯
し
て
「
日
発
句
」
を
成
し
、
都
三
条
衣
棚
町
の
貞
徳
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
し

　て
、
過
ご
す
の
だ
っ
た
。
因
み
に
昌
琢
と
の
雅
交
は
若
狭
在
国
時
に
ま
で
遡
る
か
二
註
3
）
宗
因
筆
『
昌
琢
発
句
帳
』
）
。

　
　
滞
洛中
に
お
け
る
、
徳
元
の
居
所
は
多
分
、
若
狭
守
忠
高
邸
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
所
在
地
は
、
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
に
所
蔵
の

　

『京
都
大
絵図
』
（
極
大
一
舗
、
寛
永
頃
成
）
に
よ
っ
て
検
す
れ
ば
、
善
長
寺
町
と
鶏
ほ
こ
ノ
町
の
通
り
が
交
差
す
る
辻
の
一
角
、
す

　な
わ
ち
綾
小
路
通
室
町
西
、
善
長
寺
町
に
「
京
極
若
狭
守
」
と
見
え
る
。
そ
れ
は
現
在
の
、
下
京
区
四
条
室
町
下
ル
西
に
当
た
る
と
こ



ろ
、
池
坊
学
園
の
辺
り
で
、
い
わ
ゆ
る
京
洛
の
中
心
街
に
在
っ
た
。

〈
註
1
＞
　
拙
稿
「
徳
元
伝
新
考
ー
寛
永
六
年
、
東
下
前
後
の
こ
と
ー
」
（
下
）
（
『
書
誌
学
月
報
』
第
2
8
号
所
収
、
昭
和
6
1
年
1
0
月
、

　
　　
　
青
裳
堂
書
店
刊
）
を
参
照
。

〈
註
2
＞
　
二
木
謙
一
著
『
大
坂
の
陣
』
（
昭
和
5
8
年
・
中
公
新
書
）
に
よ
れ
ば
、
「
忠
臣
二
君
に
仕
え
ず
」
と
い
っ
た
主
従
間
の
モ
ラ

　
　
　　
ル
は
、
寛
永
期
以
前
の
武
家
社
会
に
於
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
云
々
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
2
4
頁
）
。

〈
註
3
＞
　
拙
稿
「
翻
刻
・
宗
因
筆
『
昌
琢
発
句
帳
』
」
を
参
照
。
同
書
夏
の
部
に
、

　
　
　
　
　
　
　
自
若
州
所
望

　
　
　
　
　

五月
雨
ハ
沖
中
川
の
は
ま
へ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
若
州
衆
所
望
当
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

　
　
　
　
　
秋
を
ま
て
後
瀬
の
山
の
下
涼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
と
見
え
る
。
右
「
若
州
衆
」
と
は
、
京
極
忠
高
の
家
中
を
指
す
の
か
、
な
ら
ば
徳
元
に
擬
し
て
お
き
た
い
。

○

正月
、
徳
元
、
前
書
に
「
寛
永
三
暦
の
こ
ろ
都
に
上
り
三
四
年
在
京
せ
し
う
ち
発
句
」
と
記
し
て
歳
旦
吟
に
、
花
び
ら
の
餅
（
宮
中

　
力
）
・
試
筆
（
二
日
）
・
謡
初
（
二
日
夜
）
・
東
福
寺
・
西
陣
の
句
（
「
西
陳
に
立
春
や
を
る
は
た
の
も
ん
」
）
を
吟
ず
。

口
「
塵
塚
誹
譜
集
』
上

　
　

花
びら
の
餅
や
九
重
け
ふ
の
春

　　
「
花
び
ら
の
餅
」
は
『
誹
諸
初
学
抄
』
に
「
花
び
ら
…
…
又
正
月
の
餅
の
か
ざ
り
に
も
有
。
」
と
、
改
造
社
版
『
俳
諸
歳
時
記
』
新

　
　
　
　
　
ひ
し
は
な
び
ら
も
ち

　
　
年
之
部
、
菱
龍
餅
の
条
に
は
、
「
即
ち
薄
く
丸
く
の
し
た
る
白
餅
（
寵
）
に
、
紅
色
菱
形
の
薄
い
餅
を
重
ね
、
味
噌
と
午
薬
と
を

徳
元年
譜
稿



徳
鴛年
講
稿

畿
み
て

食
する
も
の
。
籍
年
朝
儀
ぶ
霧
疑
緯
著
な
ど
獲
戴
す
る
時
に
は
、
二
枚
襲
ね
擁
嚢
紙
を
一
一
つ
に
幾
み
た
る
も
の
に
一
つ
／
き

籔
み
て
㍗
さ
る
と
い
ふ
。
」
（
鷺
九
葺
∨
と
雛
す
。
鏡
餅
の
上
に
薄
い
菱
形
の
鱗
を
重
ね
た
と
こ
ろ
か
ら
「
允
露
」
に
転
じ
．
「
九
箋
」

は
憲
昧
・
都
の
鷺
、
そ
の
縁
で
「
け
ふ
（
今
日
∴
嘉
〉
の
春
】
と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
灘
み
に
篠
元
は
、
霧
I
v
こ
⑳
無
九
月
ナ

三
霧
に
、
緯
羅
象
の
墾
内
命
簿
川
翼
紀
ご
に
と
も
な
っ
て
、

　
　禁
睾
騨
獲
へ
物
み
に
ま
か
警
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
　
い
で
ん

　
　
　鈴
難
や
な
い
し
ど
こ
ろ
薬
内
待
所
ー
窟
率
の
滋
絹
殿
の
騨
稔
∨
の
夕
か
ぐ
ら
輪
塵
塚
集
』
上
〉

な
る
旬
を
べ
隷
ん
で
い
る
の
で
あ
る
．
《
影
　
狭
難
伝
灘
⊆
〔
桜
舞
勲
　
全
子
著
、
宇
　
暦
ご
ろ
威
》
に
は
「
…
：
∴
既
簸
ご
罵
ハ
麟
…
ハ
］
堺
極
二
什
ヘ
テ

当
麟
ニ
ア
㍉
終
ハ
康
二
宮
修
㌫
と
誕
さ
れ
、
法
名
に
も
惣
購
蝋
予
（
蔚
豪
宮
太
棄
こ
な
る
籍
犠
が
箆
え
る
こ
と
か
ら
、
懲
元
の

〔宮
佳
え
」
ハ
あ
る
い
は
郷
瞬
搭
入
の
衆
の
一
人
か
〉
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
要
が
あ
ろ
う
か
と
慰
う
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

　
参
考ま
季
、
に
、
こ
擁
年
春
の
詠
か
と
雛
定
せ
ら
れ
る
繕
撮
マ
都
花
」
秘
歌
短
藩
一
枚
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ハ
写
真
参
照
∨
　
　
　
　
　
　
一

　都
花
　
九
叢
…
の
外
蜜
て
か
く
や
に
ぽ
ふ
ら
ん

　
　
　
　
驚
に

かす
め
る
都
辺
鵜
空
　
　
徳
亮

右
は
稼
晃
機
山
霰
．
友
彪
窯
隠
へ
中
野
荘
次
氏
〉
藏
診
彰
無
滋
、
縦
辮
六
・
薦
糎
横
五
・
八
灘
、
新
髭
鈴
憩
謙
で
あ
り
、
「
九
重
の

外ま
で
か
く
や
匂
ふ
ら
ん
」
と
賞
美
し
て
い
る
点
に
注
灘
さ
れ
よ
う
。
（
昭
六
三
・
七
・
二
実
見
∨



　
か
ら
す
み
は
筆
こ
・
う
み
の
さ
か
な
（
肴
）
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
す
み
　
　
　
　
　
　
か
ら
す
み

筆
こ
・
う
み
　
　
春
。
正
月
二
日
の
作
で
あ
る
（
『
日
次
紀
事
』
）
。
上
五
は
「
鰭
子
な
ら
ぬ
唐
墨
は
ー
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
な

『和
漢
三才
図
会
』
（
寺
島
良
安
著
、
正
徳
二
年
五
月
自
序
）
鮨
の
条
に
、
「
唐
ノ
墨
　
三
ー
四
ー
月
鮨
ノ
子
連
ヲ
胞
ブ
乾
ス
之
形
似
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
レ

墨
二
而
大
ク
褐
　
色
味
甘
　
美
ナ
リ
」
と
あ
る
。

同
じ
く
二
日
夜
に
は
、
謡
初
め
の
句
。

　
松
ば
や
し
の
く
れ
も
あ
や
の
小
路
哉

「
松
ば
や
し
」
は
『
初
学
抄
』
初
春
の
条
に
「
…
…
謡
初
　
松
ば
や
し
」
と
見
え
る
。
又
、
「
松
林
」
の
意
も
懸
け
て
い
る
。
因
み
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

に
（
註
2
）
服
部
茂
兵
衛
宛
、
正
保
二
年
正
月
四
日
附
徳
元
書
簡
の
末
尾
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　　
二
日
謡
初
二

　た
ち
こ
ゑ
や
梅
か
え
う
た
ふ
松
は
や
し

と
あ
る
か
ら
、
「
松
拍
子
の
暮
れ
も
」
で
二
日
夜
の
謡
初
め
を
指
す
か
。
た
．
・
し
承
応
三
年
か
ら
は
三
日
夜
に
行
な
っ
た
。
そ
れ
か

ら
徳
元
が
滞
在
し
た
で
あ
ろ
う
京
極
若
狭
守
邸
は
綾
小
路
通
に
面
し
て
は
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
の
ニ
う
じ

　あ
る
い
は
、
句
意
か
ら
推
考
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
当
代
に
お
け
る
管
弦
の
師
範
家
、
綾
小
路
家
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な

いか
。
吉
川
弘
文
館
刊
『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻
を
検
す
れ
ば
、
「
宇
多
源
氏
。
代
々
郭
曲
（
え
い
き
ょ
く
、
神
楽
・
朗
詠
・
催
馬

楽
・
今
様
な
ど
）
・
和
琴
・
箏
・
笛
な
ど
の
師
範
家
。
鎌
倉
時
代
末
期
の
経
資
が
綾
小
路
を
称
し
た
が
、
そ
の
子
孫
は
庭
田
を
称
し
、

綾
小路
の
家
名
は
経
資
の
弟
信
有
の
子
孫
が
称
し
た
。
し
た
が
っ
て
家
伝
を
は
じ
め
普
通
に
は
信
有
を
始
祖
と
す
る
。
戦
国
時
代
に

徳
元年
譜
稿



徳
元年
譜
稿

資
能
が
出
家
し
て
中
絶
し
た
が
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
＝
二
）
五
辻
之
仲
の
男
高
有
が
家
名
を
再
興
し
た
。
羽
林
家
。
江
戸
時
代
の

家
禄
二
百
石
。
」
（
今
江
広
道
氏
執
筆
）
と
記
さ
れ
る
。
因
み
に
当
主
は
、
『
改
正
増
補
諸
家
知
譜
拙
記
』
（
大
本
五
冊
、
文
政
三
年
二

月
板
、
架
蔵
）
巻
五
を
播
く
に
、
高
有
、
参
議
正
三
位
、
正
保
元
年
正
月
廿
五
日
蓑
五
十
歳
。
逆
算
す
れ
ば
寛
永
三
年
時
に
は
舟
二

歳
。
更
に
孤
松
子
撰
『
京
羽
二
重
』
（
貞
享
二
年
九
月
刊
）
巻
五
に
は
、
「
上
立
売
室
町
西
へ
入
／
二
百
石
」
と
あ
る
。
さ
れ
ば
徳
元
、

上
立売
室
町
の
綾
小
路
高
有
邸
に
伺
候
し
折
柄
”
松
難
子
“
を
耳
に
し
た
ら
し
、
と
推
考
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　あ
た
・
か
や
で
ん
が
く
あ
ぶ
る
と
う
ふ
く
（
東
福
）
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
ガ
ク

　あ
た
・
か
－
正
月
（
『
は
な
ひ
草
』
四
季
之
詞
）
。
梅
盛
編
『
俳
譜
類
船
集
』
（
延
宝
四
年
十
二
月
刊
）
に
、
「
田
楽
ー
豆
腐
」
と
。

　
『雍州
府
志
』
巻
六
土
産
門
上
．
豆
腐
の
条
に
、
「
－
－
㌣
下
所
々
．
麗
之
ヲ
」
と
記
す
。
従
っ
て
読
み
は
、
あ
た
・
か
や
田
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　楽
あ
ぶ
る
豆
腐
食
ふ
、
そ
れ
に
東
福
寺
を
懸
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
正
月
、
徳
元
が
詣
で
し
京
都
五
山
の
一
、
慧
日
山
東
　
　
　
　
一

　福
禅
寺
に
は
、
か
つ
て
批
点
を
受
け
た
近
衛
三
貌
院
の
墓
所
が
現
存
（
故
あ
っ
て
大
徳
寺
に
改
葬
）
、
又
、
徳
元
の
師
昌
琢
も
あ
る

　年
の
夏
に
塔
頭
不
二
篭
を
訪
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
於
東
福寺
不
二
庵
当
座

　
　
夏な
き
ハ
し
け
木
を
四
の
隣
哉

　と
連
歌
発
句
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
翻
刻
・
宗
因
筆
『
昌
琢
発
句
帳
』
」
）
。

∧
註
1
＞
　
　
『
日
次
紀
事
』
九
月
十
三
日
・
名
月
の
条
に
は
、
「
今
ー
夜
　
禁
　
裏
多
ク
ハ
有
コ
倭
ー
歌
ノ
御
会
一
供
コ
茄
－
子
ノ
献
ヲ
一
」

　
　
　
　と
あ
る
。
た
“
し
、
こ
の
九
月
十
三
日
の
夜
は
雨
天
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
『
忠
利
公
御
日
記
写
』
）
。

〈註
2
∨
　
拙
稿
「
柿
衛
文
庫
蔵
徳
元
第
三
書
簡
考
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
第
5
5
号
所
収
、
昭
和
5
3
年
7
月
刊
）
を
参
照
。



〇
一
月
頃
、
北
野
天
満
宮
に
て
三
萬
句
の
俳
詰
が
興
行
さ
れ
た
か
。
徳
元
、
巻
頭
の
発
句
を
勤
む
。
因
み
に
廿
五
日
は
初
天
神
。

　
口
徳
元
短冊
一
幅

　
　
　
北
野
三
万句
之
内
／

　
　
　巻
頭
　
梅
咲
て
天
下
は
花
の
都
か
な
　
　
徳
元

　
口

『犬
子集
』
巻
第
一
　
春
上

　
　
　
　　
北
野
に
て

　
　
　
正直
な
梅
の
た
ち
え
や
神
こ
・
ろ
　
　
　
徳
元

　　
ほ
か
に
立
圃
撰
『
誹
諸
発
句
帳
』
（
寛
永
十
年
刊
）
に
も
収
録
。
こ
の
、
「
正
直
な
梅
の
」
句
も
こ
の
こ
ろ
の
作
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　　
ま
ず
鍵
ユ
書
誌
。
本
短
冊
は
徳
元
の
曽
孫
た
る
、
大
坪
本
流
馬
術
の
師
範
痘
易
（
主
税
・
青
人
、
延
享
元
年
八
十
八
歳
殼
）
の
　
　
　
↓

　
　後
商
斎
藤
定
臣
氏
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
福
岡
市
中
央
区
小
笹
一
丁
目
九
番
一
号
に
在
住
。
軸
装
。
縦
三
六
・
一
糎
、

　
　横
五
・
五
糎
。
山
水
に
梅
花
文
様
。

　
　
季
語
は
む
ろ
ん
「
梅
咲
て
」
で
一
月
二
初
学
抄
』
『
は
な
ひ
草
』
ほ
か
）
。
か
つ
巻
頭
句
で
も
あ
り
二
天
水
抄
』
）
、
そ
れ
は
天
神

　
　
花
に
因
ん
だ
も
の
。
語
句
「
花
の
都
」
は
謡
曲
に
も
頻
出
。

　　
　
さ
て
、
こ
の
年
桜
咲
く
頃
に
、
徳
元
は
こ
・
北
野
天
満
宮
に
詣
で
て
連
歌
会
に
出
座
し
、
そ
の
満
座
に
俳
諸
も
興
じ
て
い
る

　
　

二
塵
塚集
』
上
、
後
述
）
。
徳
元
と
北
野
雅
会
、
そ
れ
は
多
分
、
社
僧
能
通
（
寛
永
六
年
残
）
、
徳
勝
院
の
久
園
た
ち
が
暗
に
関
係

　　
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
能
通
と
の
交
流
は
（
註
三
五
年
秋
に
、
美
濃
大
垣
城
主
岡
部
内
膳
正
長
盛
の
華
甲
を
祝
う
賦
何
路
連
歌

　　
［
巻
の
折
に
一
座
。
久
園
と
は
五
年
五
月
十
八
日
の
「
山
何
」
連
歌
一
巻
（
昌
琢
発
句
）
に
一
座
す
る
。
な
お
久
園
の
先
代
、
徳
勝

徳
元年
譜
稿



徳
元年
譜
稿

　院
久
世
は
こ
の
三
年
時
に
北
野
目
代
を
勤
め
て
い
る
（
『
北
野
天
満
宮
史
料
・
目
代
記
録
』
7
8
頁
参
照
、
同
天
満
宮
刊
）
。
と
す
れ
ば

　そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
は
寛
永
三
年
の
春
に
ま
で
潮
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　又
、
詞
書
中
に
「
巻
頭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
が
、
私
の
目
を
引
く
。
そ
れ
は
、
寛
永
三
年
前
後
に
お
け
る
徳
元
の
俳
壇
的
地
位

　に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
際
の
、
一
つ
の
伝
記
資
料
と
な
る
か
ら
だ
。
巻
頭
句
に
関
し
て
貞
徳
は
『
天
水
抄
』
巻
第
二
で
、

　

「発
句
一
　
貴
人
欺
師
欺
」
と
記
す
。
推
測
す
る
に
、
北
野
初
天
神
に
奉
納
の
俳
譜
三
万
句
、
そ
の
折
、
若
狭
か
ら
上
洛
し
て
間
が

　な
い
彼
で
は
あ
る
が
織
田
・
京
極
両
家
に
つ
な
が
る
縁
故
か
ら
か
、
つ
と
に
八
条
宮
御
所
出
入
り
の
衆
で
あ
っ
た
（
野
間
光
辰
先
生

　

『近
世
作家
伝
孜
』
収
録
、
「
仮
名
草
子
の
作
者
に
関
す
る
一
考
察
」
）
し
、
加
え
て
里
村
昌
琢
と
も
雅
交
を
深
め
て
い
た
と
い
う
俳

　
壇的
地
位
の
高
さ
が
、
徳
元
を
し
て
巻
頭
の
座
に
据
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
梅
の
花
咲
く
初
天
神
、
天
下
は
桜
な
ら
ぬ
面
白
の

　
花
の

都
や

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

　
　参
考
ま
で
に
、
天
神
花
を
詠
ん
だ
新
出
の
徳
元
短
冊
一
枚
を
掲
出
し
て
お
く
。

　
　あ
る
人
天
神
の
絵
を
も
て
来
て
発
句
を
所
望
し
侍
れ
は

　
　
　
梅は
薫
し
四
方
に
あ
ま
み
つ
（
※
天
満
）
神
の
春
　
　
徳
元

　
右
は

金
樹木
模
様
の
由
。
『
尚
古
』
昭
和
1
2
年
3
月
刊
行
の
十
一
ー
二
号
、
短
冊
の
部
に
所
載
。

∧註
1
＞
　
拙
稿
「
新
出
徳
元
短
冊
に
関
す
る
覚
え
書
」
（
『
獅
子
吼
』
昭
和
4
6
年
8
月
号
所
収
）
を
参
照
。
た
．
・
し
旧
稿
の
錯
誤
を
訂

　
　
　
　
し
た
。

〈註
2
＞
　
拙
稿
「
長
盛
・
能
通
・
徳
元
一
座
『
賦
何
路
連
歌
』
成
立
考
な
ど
」
。



〇

二月
、
徳
元
、
西
ノ
洞
院
三
条
南
、
柳
の
水
在
の
常
真
織
田
信
雄
邸
に
伺
候
し
た
か
。
こ
の
こ
ろ
、
三
条
釜
の
座
・
柳
の
馬
場
等
を
訪

　
れ
て句
を
吟
ず
。

　
口

『塵
塚
誹
譜集
』
上

　　
　
か
み
の
ゆ
の
柳
の
水
や
あ
ら
ひ
汁
（
洗
ひ
汁
）

　　
　
釜
の
座
は
柳
の
水
を
茶
湯
か
な

　　
「
上
の
ゆ
の
柳
の
水
」
と
は
元
内
府
織
田
信
雄
邸
に
在
る
井
戸
を
斯
く
呼
ん
だ
。
『
京
雀
』
（
浅
井
了
意
作
、
寛
文
五
年
正
月
刊
）
巻

　
　
第
三
に
、

　　
　
三
条
さ
が
る

　　
　
○
柳
の
水
の
町
　
此
町
そ
の
か
み
織
田
常
真
公
の
御
屋
敷
あ
り
そ
の
井
の
も
と
名
水
に
て
餓
所
の
水
に
は
す
ぐ
れ
た
り
井
の
端
に
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

　
　
　

柳を
う
へ
ら
れ
茶
の
湯
の
水
に
は
た
ぐ
ひ
な
か
り
し
を
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
と
、
同
様
な
記
事
は
『
雍
州
府
志
』
（
黒
川
道
祐
撰
、
貞
享
三
年
九
月
刊
）
に
も
、

　
　柳

ノ
ー
水
　
在
ゴ
西
ノ
　
洞
ー
院
三
－
條
ノ
i
南
三
兀
ト
　
内
－
府
織
ー
田
信
雄
ー
公
ノ
之
ー
宅
ノ
ー
井
也
斯
ノ
ー
水
至
一
ア
清
ー
冷
ナ
リ

　
　
　
也韮
へ
一
柳
ヲ
於
井
ノ
ー
上
一
避
つ
日
i
色
↓
因
テ
号
コ
柳
ノ
ー
水
『
千
ノ
利
ー
休
専
．
フ
賞
⇒
テ
此
ノ
ー
水
↓
黙
ほ
茶
ヲ
故
二
茶
ー
人
無
け

　
　
　不
已
ト
云
コ
ト
汲
レ
之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ゆ
う
す
い
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ん
ざ

　
と
あ
る
。
更
に
「
か
み
（
上
）
の
ゆ
」
と
は
上
柳
水
（
現
在
の
柳
水
町
北
側
と
釜
座
町
西
側
辺
り
に
）
の
ほ
う
を
指
す
の
で
あ
ろ

　
う
。
転
じ
て
「
神
・
髪
の
湯
」
に
、
そ
し
て
「
ゆ
柳
」
（
『
誹
諸
初
学
抄
』
）
．
を
言
い
懸
け
、
髪
に
柳
は
縁
語
。
従
っ
て
解
釈
は
上
柳

　
水
な
る
名
水
”
柳
の
水
“
で
沸
か
し
た
髪
の
湯
で
ー
、
と
な
る
か
。

　
　
さ
て
、
旧
主
秀
信
の
叔
父
信
雄
と
徳
元
と
の
風
交
は
、
西
洞
院
時
慶
の
日
記
『
時
慶
卿
記
』
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
）
に

徳
元年
譜
稿



徳
元年
譜
稿

散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
寛
永
五年
三
月
四
日
、
一
午
刻
　
常
真
公
へ
八
条
殿
（
※
智
仁
親
王
）
御
成
　
予
（
※
時
慶
）
モ
御
供
申
…
…
（
次
間
ニ
テ
）
…

　
　
　
　
　
　
…
徳
玄
伺
候

　
　　
〃
　
十
六
日
、
八
条
殿
御
能
…
…
常
真
…
…
等
也
　
此
衆
被
相
伴
、
（
又
橡
二
）
…
…
徳
玄
…
…
等
候

　さ
れ
ば
寛
永
五
年
桜
咲
く
弥
生
の
初
め
つ
か
た
、
京
都
西
洞
院
通
三
条
下
ル
柳
の
水
の
町
に
構
え
る
、
も
と
内
大
臣
織
田
常
真
の

邸
宅
か
ら
は
時
折
、
酒
気
を
含
ん
だ
陽
気
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
常
真
は
、
信
長
の
二
男
に
し
て
諦
を
信
雄
、
叔
父
有
楽
斎

から
は
茶
道
の
奥
義
を
極
め
、
ほ
か
に
音
曲
舞
楽
に
も
嗜
む
文
化
人
。
四
日
午
刻
、
彼
の
屋
敷
で
は
、
か
の
桂
山
荘
の
創
始
者
八
条

　
　
　
　
　
　
お
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
げ

宮
智
仁
親
王
の
御
成
で
堂
上
家
な
ら
び
に
地
下
の
数
寄
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
　
　
多
分
、
椿
賞
美
の
宴
が
催
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

　
　
　
う
た
げ

ろ
う
。
宴
の
顔
触
れ
の
な
か
に
は
徳
元
の
姿
も
見
え
た
。
恐
ら
く
徳
元
は
里
村
昌
琢
門
下
の
連
歌
師
と
し
て
の
資
格
、
か
つ
旧
主
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

織
田

秀
信
の

縁
故に
つ
な
が
る
者
と
し
て
控
え
め
に
伺
候
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
前
栽
に
は
、
今
を
盛
り
の
椿
の
　
　
　
　
一

花
百
本を
始
め
珍
花
名
草
各
種
、
そ
れ
は
正
に
華
麗
な
る
寛
永
文
化
圏
の
一
典
型
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
私
は
こ
・
で
、
か
つ
て
中
村
幸
彦
氏
が
、
『
日
本
文
学
の
歴
史
』
7
（
昭
四
二
・
十
一
、
角
川
書
店
刊
）
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
た

こ

論考
の
一
節
を
想
起
す
る
。
少
し
く
長
く
な
る
が
左
に
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

（こ
・
で
、
寛
永
文
化
圏
と
称
す
る
の
は
）
…
…
庶
民
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
の
時
代
の
最
高
文
化
人
の
集
団
の
こ
と
で
あ
る
。

　

（中
略
）
他
の
も
う
一
つ
は
庶
民
の
出
や
、
僧
籍
に
あ
る
、
一
芸
一
能
の
持
ち
主
た
ち
、
和
歌
俳
譜
の
松
永
貞
徳
、
儒
学
の
吉
田

　素
庵
、
書
道
美
術
の
本
阿
弥
光
悦
、
同
じ
く
松
花
堂
昭
乗
、
茶
道
の
安
楽
庵
策
伝
な
ど
が
ま
た
一
群
を
成
し
、
こ
の
第
三
の
グ

　
ル
ー
プ
は
、
そ
の
芸
能
を
も
っ
て
、
第
一
（
堂
上
歌
人
の
一
群
）
・
第
二
（
時
勢
に
順
応
し
て
活
躍
す
る
儒
人
た
ち
）
の
グ
ル
ー

　
プ
に
と
連
絡
し
て
い
た
。
隠
者
の
木
下
長
哺
子
、
大
名
の
小
堀
遠
州
、
そ
の
他
美
術
家
や
諸
寺
の
高
僧
ま
た
は
富
商
で
加
え
る
べ



　き
人
も
あ
ろ
う
が
、
三
グ
ル
ー
プ
を
一
つ
に
し
て
も
、
そ
う
大
き
い
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
数
寄
と
称
し
た

　
茶
会
や
、
花
鳥
風
月
の
お
り
お
り
に
出
会
し
て
は
、
風
流
や
学
芸
に
興
じ
て
い
た
。
表
芸
は
、
上
述
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
で
あ

　る
が
、
教
養
趣
味
豊
か
に
、
み
な
和
漢
雅
俗
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
芸
を
た
し
な
ん
だ
。

　
　じ
つ
は
こ
の
一
団
こ
そ
、
古
い
中
世
以
前
の
文
化
的
伝
統
を
濾
過
し
て
、
時
代
性
を
加
え
、
近
世
社
会
に
も
た
ら
し
た
濾
過
器

　
であ
っ
た
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
、
新
興
の
文
芸
も
、
こ
の
人
々
の
た
し
な
み
で
洗
練
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
同
じ
た
と
え
を
続

　け
れ
ば
、
近
世
の
新
興
社
会
へ
そ
れ
を
は
き
出
し
た
口
と
な
っ
た
の
が
、
庶
民
や
僧
侶
な
ど
の
、
新
興
社
会
に
直
接
位
置
し
た
第

　
三
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
運
搬
の
係
と
し
て
、
斎
藤
徳
元
・
北
村
季
吟
・
野
々
口
立
圃
な
ど
（
の
）
人
々
を
数
え
あ
げ
て
も
よ
い

　
であ
ろ
う
。
（
4
9
頁
）

す
れ
ば
信
雄
と
の
風
交
は
寛
永
三
年
二
月
に
ま
で
潮
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
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9

　

「三条
釜
の
座
」
は
、
柳
の
水
町
の
信
雄
邸
の
東
隣
り
に
面
し
た
通
り
を
言
う
。
『
京
雀
』
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　〇
釜
の
座
　
此
町
に
茶
の
湯
の
釜
を
鋳
け
る
上
手
ど
も
あ
り
町
の
南
は
三
条
通
行
あ
た
り
西
ひ
が
し
の
町
を
も
釜
の
座
と
い
ふ

　
　
　…
…
（
巻
第
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ん
ざ

と
記
す
。
中
世
以
来
、
三
条
釜
座
町
を
中
心
に
鋳
物
師
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
。
釜
と
茶
の
湯
も
亦
縁
語
で
あ
る
（
『
俳
譜
類
船

集
』
）
。
中
七
以
下
「
柳
の
水
を
茶
湯
か
な
」
に
つ
い
て
は
、
掲
出
の
記
事
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
。

　こ
き
ま
ぜ
て
柳
の
い
と
や
む
す
び
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

結
び
花
－
末
春
二
誹
諸
初
学
抄
』
ほ
か
）
。
上
五
「
こ
き
ま
ぜ
て
」
は
、
古
今
和
歌
集
巻
一
・
春
上
に
、
「
花
ざ
か
り
に
京
を
見
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

り
て
よ
め
る
／
み
わ
た
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
宮
こ
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
。

徳
元年
譜
稿



徳
元
年
譜
稿

　花
よ
め
や
柳
の
ば
“
の
孫
む
す
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
の
こ
う
ち

「柳
の
馬
場
」
は
、
も
と
万
里
小
路
と
呼
ば
れ
た
。
「
京
雀
』
巻
第
二
に
、

　
　
ま
で
の
こ
う
ち

　○
萬
里
小
路
　
古
し
へ
民
の
家
居
い
ま
だ
立
続
ざ
り
し
時
此
筋
に
は
柳
お
ほ
く
生
つ
、
・
き
し
か
ば
柳
馬
場
通
と
い
ふ

と
あ
る
。
柳
馬
場
と
遊
廓
に
つ
い
て
は
、
『
坊
目
誌
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ナ
　
ギ

　
天
正
十
七年
五
月
許
可
を
得
て
此
街
二
条
の
南
北
の
地
に
遊
廓
を
設
置
す
。
当
時
道
路
の
左
右
に
苦
棟
樹
の
並
木
を
植
う
。
俗
に

　
口

称し
て
柳
馬
場
と
呼
ぶ

と
記
す
。
す
れ
ば
天
正
十
七
年
五
月
、
徳
元
時
に
計
一
歳
の
若
さ
。
こ
の
前
後
、
徳
元
は
上
洛
し
て
関
白
秀
次
に
仕
官
す
る
。
因
み

に

二
条
柳
町
の

遊
廓は
、
慶
長
七
年
（
四
十
四
歳
）
に
六
条
三
筋
町
へ
移
転
し
た
。
柳
に
馬
場
は
縁
語
（
『
類
船
集
』
）
。
「
馬
場
」
は
　
　
　
　
一

　
　
ズ
ゴ
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又
、
婆
。
未
だ
遊
廓
が
存
在
し
て
い
た
時
分
、
”
柳
の
婆
“
は
二
十
歳
代
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
対
す
る
に
若
き
日
の
徳
元
の
好
色
ぶ
　
　
　
　
一

り
が
想
像
せ
ら
れ
よ
う
。
さ
て
、
こ
と
し
寛
永
三
年
六
十
八
歳
の
春
、
徳
元
は
計
数
年
ぶ
り
に
い
ま
は
傾
城
町
の
面
影
す
ら
な
い
柳

ば
ん

ぱ

馬
場
通
を
再
訪
し
て
み
る
。
と
折
し
も
そ
こ
に
可
愛
ら
し
き
花
嫁
姿
が
眼
に
と
ま
っ
た
。
花
嫁
御
は
昔
、
艶
聞
を
流
し
た
あ
の
柳
の

ば
ば

婆
、
彼
女
の
孫
（
馬
子
）
娘
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
昭
六
二
・
十
二
・
廿
九
礎
稿
）


